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資料４－１ 環境騒音現地調査結果 

［本編 p.254 参照］

 

 現地調査を行った環境騒音の等価騒音レベル（LAeq）の結果は、以下に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、環境騒音の等価騒音レベル（LAeq）の時間変動は、以下に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）調査地点Ｂにおける 16～19 時については、近隣の住宅建築工事（足場解体工事）により、LAeq が高

くなっている。 

＜平日＞測定年月日：平成25年7月2日（火）～7月3日（水）

6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 0時 1時 2時 3時 4時 5時

Ａ 46.4 46.8 45.0 46.9 45.2 45.5 43.1 43.4 44.4 47.0 48.0 48.7 46.6 45.4 46.5 47.2 49.0 48.2 46.3 46.0 46.3 46.4 46.5 45.6 46 47

Ｂ 39.5 42.8 42.9 41.3 43.6 43.3 41.5 42.3 42.8 44.7 50.2 48.7 49.5 39.8 38.9 38.3 38.7 36.7 37.1 37.2 37.4 36.7 38.9 42.0 45 39

Ｃ 45.6 46.9 48.0 49.3 49.9 51.0 46.6 51.9 49.3 48.0 48.2 47.8 47.6 47.6 47.0 45.6 44.6 43.8 43.8 43.3 43.1 43.4 44.9 47.1 49 44

＜休日＞測定年月日：平成25年6月30日（日）～7月1日（月）

6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 0時 1時 2時 3時 4時 5時

Ａ 43.6 44.0 43.3 43.5 42.5 44.7 42.4 42.3 43.1 43.8 45.8 46.3 45.7 44.9 44.9 45.0 45.5 45.0 46.0 44.6 43.8 43.6 43.6 44.5 44 45

Ｂ 38.3 39.0 39.7 41.9 40.2 40.1 40.1 40.6 40.0 40.9 41.2 42.0 41.8 41.3 38.1 37.2 37.5 35.6 35.0 34.4 33.9 33.3 35.8 37.3 40 36

Ｃ 43.1 45.8 46.4 47.9 47.0 48.3 47.6 48.8 48.9 48.3 48.2 47.1 47.1 47.1 46.0 45.3 44.6 43.0 42.5 41.7 41.3 41.8 42.8 44.1 47 43
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資料４－２ 建設機械の稼働に伴う騒音の予測手法 

［本編 p.256,299 参照］

 

 建設機械の稼働による騒音の予測は、半自由空間における点音源の伝搬理論式をもとに、

(i)式によって求められる回折音と(ii)式によって求められる透過音（仮囲い等を透過する

音を考慮）を合成する方法によった。これらの式は、いずれも地面からの反射音の影響を

考慮したものである。なお、計算にあたっては、オクターブバンドの各中心周波数別（以

下「各周波数別」という。）に行い、これを騒音レベルに合成して受音点での予測値とした。 

 

L1＝Lw－ΔＡ－20log10r－8－ΔＬ   ：(i) 

L2＝Lw－ΔＡ－20log10r－8－ＴＬ   ：(ii) 

Ｌ＝10log10(10
L1/10＋10L2/10) 

L1 ： 各周波数別の受音点での回折音レベル（dB(A)） 

L2 ： 各周波数別の受音点での透過音レベル（dB(A)） 

Ｌ ： 受音点でのオクターブバンドレベル（dB(A)） 

Lw ： 各周波数別の音源のパワーレベル（dB） 

ΔＡ ： Ａ特性補正値（dB）（下表参照） 

r ： 音源から受音点までの距離（ｍ） 

ΔＬ ： 各周波数別の障壁による回折減衰量（dB） 

ＴＬ ： 各周波数別の透過損失（dB） 

 

 なお、オクターブバンドレベルから騒音レベルへは、次式により合成した。 

                       ｎ 
 LALL＝10log10Σ10(Lj+ΔＡ)/10 

                      ｊ＝１ 

LALL ： 騒音レベル（dB(A)） 

Lj(j=1～8) ： オクターブバンドレベル（dB） 

 

 また、建設機械は複数稼働しているため、予測地点の騒音レベルは次式により合成した。 

                       ｎ   LALLi/10 
LG＝10log10Σ10 

                      ｉ＝１ 

LG ： 予測地点での合成騒音レベル（dB(A)） 

LALLi(i=1～n) ： 予測地点での各建設機械の騒音レベル（dB(A)） 

 

周  波  数（Hz） 63 125 250 500 1k 2k 4k 8k 

Ａ特性補正値（dB） -26.2 -16.1 -8.6 -3.2 0 1.2 1.0 -1.1
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資料４－３ 建設機械の各中心周波数別音圧レベル 

［本編 p.257,265 参照］

 

予測に用いた建設機械の各中心周波数別音圧レベルは、次に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)1:表中の A.P.は、オールパス音圧レベルを示す。 

  2:ラフタークレーン及び油圧式バイブロは、クローラクレーンのデータを、オールテレーンクレーンは、トラッ

ククレーンのデータを、サイレントパイラーは、圧入工法のデータを用いた。 

  3:備考欄の「－」は、出典とした文献に対策有りの原単位が示されていないため、一般的な原単位を想定したも

のである。 

出典）「建設工事に伴う騒音振動対策ハンドブック（第 3 版）」（社団法人 日本建設機械化協会，平成 13 年） 

 

 なお、低騒音型の建設機械について、低騒音型ではない場合のＡ特性パワーレベルは、

次に示すとおりである。 

 

建設機械名 
A 特性パワーレベル

（dB(A)） 
建設機械名 

A 特性パワーレベル

（dB(A)） 

バックホウ 101 発電機 107 

ラフタークレーン 101 油圧式バイブロ 101 

クローラクレーン 101 コンプレッサー 116 

ブルドーザー 118 － － 

注）ラフタークレーン及び油圧式バイブロは、クローラクレーンのデータを用いた。 

出典）「建設工事に伴う騒音振動対策ハンドブック（第 3 版）」（社団法人 日本建設機械化協会，平成

13 年）より作成 

 

測定位置

63Hz 125Hz 250Hz 500Hz 1kHz 2kHz 4kHz 8kHz A.P. （ｍ）

杭打機 － 41 58 69 64 65 63 60 58 77 A 17 －

ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.4～0.8ｍ3 67 74 70 70 64 61 57 48 77 F 7 低騒音型

ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 25～100t 71 69 70 72 67 60 54 52 77 F 7 低騒音型

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ － 78 83 81 78 72 69 61 53 79 C 7 －

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ車 10t 81 82 89 85 84 80 75 75 92 C 7 －

ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ 50～200t 71 69 70 72 67 60 54 52 77 F 7 低騒音型

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ 11～21t 76 83 77 73 70 68 63 55 85 F 7 低騒音型

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10t 53 61 65 67 70 68 64 57 79 A 5 －

ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ杭打機 － 43 48 52 63 58 66 55 49 72 A 20 －

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ 25t 78 83 81 78 72 69 61 53 79 C 7 －

ｵｰﾙﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ 50t 78 83 81 78 72 69 61 53 79 C 7 －

発電機 45～200kVA 78 77 76 67 61 55 51 48 86 F 7 低騒音型

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾏｼｰﾝ 55～81kW級 43 48 52 63 58 66 55 49 72 A 20 －

油圧式ﾊﾞｲﾌﾞﾛ 224kW油圧ﾕﾆｯﾄ 71 69 70 72 67 60 54 52 77 F 7 低騒音型

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ 25～50t 71 69 70 72 67 60 54 52 77 F 7 低騒音型

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ － 75 85 81 75 71 73 75 62 88 F 7 低騒音型

ｻｲﾚﾝﾄﾊﾟｲﾗｰ － 66 60 57 52 50 45 43 43 65 A 13 －

備考機械名称 規格
周波数
特性

1/1オクターブバンド音圧レベル（dB）
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資料４－４ 回折減衰について 

［本編 p.257,301 参照］

 

 障壁による回折減衰の算定は、前川の回折減衰の実験結果をもとに表現された次式注）に

よった。 

 

ΔＬ＝ 

10log10Ｎ＋13   Ｎ≧1.0 

5± 
8 

･sinh-１（｜Ｎ｜0.485）  -0.324≦Ｎ＜1.0 
sinh-１(1)

0   Ｎ＜-0.324 
 
 

ΔＬ ： 障壁1枚による回折減衰量 (dB) 

Ｎ ： フレネル数    （Ｎ＝
2δ

≒
δ･ｆ 

） 
λ 170 

  δ  ：行路差（ｍ） 

λ  ：波  長（ｍ） 

ｆ  ：周波数（Hz） 

± ： 受音点から音源を見通すことができる（δ＜0 ）時の符号は－、

受音点から音源を見通せない（δ≧0）時の符号は＋とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）「環境アセスメントの技術」（社団法人 環境情報科学センター，1999年） 
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資料４－５ 透過損失について 

［本編 p.258,303,306 参照］

 

１．工事中の仮囲い 

 建設工事の騒音対策の一つとして、仮囲い等の防音壁で行う方法がとられるが、このと

き音の一部は防音壁を透過し、その他は防音壁の上部を回折して伝搬する。 

 防音壁が低い場合は透過音の影響は無視できる場合が多いが、本事業においては、仮囲

いが設置されるため、これらの障壁を透過する音の影響を考慮することとした。 

 仮囲いの透過損失については、材質より図－１のような効果が得られるが、下部及び接

合部の隙間を考慮し、以下の目安により、「③ ＴＬ＝15dB」を用いることとした。（図－

２参照） 

 

①  ＴＬ＝∞    丈夫なコンクリート壁または良質の防音パネルを理想的な接合状態で

組み立てたもの。 

②  ＴＬ＝20dB  防音パネルを良好な接合状態で組み立てたもの。 

③  ＴＬ＝15dB  防音パネルを通常の接合状態で組み立てたもの。 

④  ＴＬ＝10dB  防音シートなど簡易な防音材またはこれに準ずる障壁を良好に設置し

たもの。 

⑤  ＴＬ＝ 5dB  防音シートなど簡易な防音材を通常に設置したもの、もしくは一般の

板塀など。 

出典）「建設騒音の測定と予測」（太田 宏・境 友昭，1984年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）「騒音・振動対策ハンドブック」（社団法人 日本音響材料協会，1982年） 

図－１ 鉄板（厚さ1mm）の透過損失 
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出典）「建設騒音振動の予測評価手法に関する研究 第2報 建設騒音・振動の予測」 

（建設省土木研究所資料第1775号，昭和57年） 

図－２ 障壁の透過損失の設定 

 

２．熱源施設の壁（コンクリート）の透過損失 

 屋内設置が可能な機器については屋内に設置し、設備本体へのサイレンサの設置、低騒

音型機器の採用、頑強な建物壁面の施工、機械室内の吸音材の施工などにより、施設壁面

の透過音を周辺環境に影響を及ぼすおそれがないように低減させる計画です。 

コンクリート壁（厚さ100mm,150mm）の透過損失の例は以下のとおりであり、周波数ごと

に30～70dB程度の透過損失が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）「建築設計資料集成［環境］」（日本建築学会編 平成19年） 

図－３ 熱源施設の壁（コンクリート）の透過損失の例 
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また、機械室内の吸音材の吸音率の例として、グラスウール（厚さ25mm,50mm）で吸音率

0.1～1.1程度、多孔質吸音材（グラスウール裏打ち、背後厚100mm,300mm,800mm）で吸音率

0.1～0.9程度であり、対策が必要な周波数帯により、適正な吸音材の選定することになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［グラスウール］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［多孔質吸音材（開口率7％）］ 

 

出典）「建築設計資料集成［環境］」（日本建築学会編 平成19年） 

図－４ 機械室内の吸音材の例 
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資料４－６ 調査場所及び予測場所の道路断面 

［本編 p.268,281,290,321,351,359 参照］

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)1:No.4 断面における高架道路（都市高速道路）の幅員は、名古屋高速道路公社資料より作成した。 

 2:No.4 断面における平面道路（一般道路）の幅員構成は、都市高速道路開通により路肩の一部が

車道になることから、（ ）で示すとともに、背景、工事中及び供用時における各予測計算にお

いては、この車道にも音源を配置して行った。 

 
注）現地調査は北側で行った。 

 
注）現地調査は東側で行った。 

 
注）現地調査は北側で行った。 

 
注）現地調査は東側で行った。 
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資料４－６ 調査場所及び予測場所の道路断面 

［本編 p.●参照］

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）1:No.6 断面における高架道路（都市高速道路）の幅員は、名古屋高速道路公社資料より作成した。 
2:No.6 断面の車道Ｂは出入口の車線であり、本予測では安全側として、高架道路（都市高速道路）

を走行する車両は、全て車道Ａを使用するものとした。 
3:No.6 断面における平面道路（一般道路）の幅員構成は、都市高速道路開通により路肩の一部

が車道になることから、（ ）で示すとともに、背景、工事中及び供用時における各予測計算
においては、この車道にも音源を配置して行った。 

 
注）現地調査は南側で行った。 

 
注）現地調査は東側で行った。 

 
注）現地調査は南側で行った。 

 
注）現地調査は西側で行った。 
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注）現地調査は西側で行った。 

 
注）現地調査は南側で行った。 

 
注）現地調査は南側で行った。 

 
注）現地調査は北側で行った。 

 
注）現地調査は南側で行った。 
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資料４－７ 道路交通騒音現地調査結果 

［本編 p.270 参照］

 

 現地調査を行った道路交通騒音の等価騒音レベル（LAeq）の結果は、以下に示すとおりで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）休日の No.11 地点付近において、17 時台に交通事故が発生したため、No.11 地点は、17 時台を「－」とし、昼

間の等価騒音レベルは、この時間を除く 15 時間の数値で示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定年月日：平成25年7月2日（火）～3日（水） 単位：dB

地点 昼間 夜間

No. 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 24時 1時 2時 3時 4時 5時

1 71.5 73.0 70.6 71.2 71.1 71.0 70.9 70.1 71.2 71.2 71.4 71.9 71.5 70.3 70.9 68.7 67.1 66.6 65.3 63.0 63.8 61.8 62.4 64.8 71 65

2 70.1 71.4 71.6 72.3 71.1 72.0 70.3 71.4 71.3 71.0 71.4 70.1 70.2 70.0 69.4 67.2 66.8 65.0 66.8 67.5 64.3 64.8 67.6 65.4 71 66

3 69.5 68.2 68.9 69.6 69.3 69.7 68.8 68.4 70.1 68.4 68.7 70.2 67.4 67.9 67.0 66.1 64.7 63.1 62.1 59.4 58.6 62.1 61.2 63.8 69 62

4 62.5 61.8 63.0 62.3 62.9 62.0 62.6 62.2 62.2 63.0 62.8 64.2 61.4 60.9 61.8 60.1 60.8 59.4 57.1 56.9 53.8 56.6 55.5 57.6 62 58

5 65.4 65.6 66.5 66.3 66.2 66.7 65.5 63.4 66.7 67.0 67.9 67.7 65.6 65.9 62.7 62.7 61.9 60.3 59.2 57.5 54.3 56.7 58.1 63.4 66 60

6 62.3 63.2 63.6 63.2 62.7 62.2 62.8 63.6 62.0 63.8 64.0 64.6 61.9 61.4 61.5 59.4 57.3 57.1 58.1 57.7 52.9 56.0 57.1 58.9 63 57

7 62.3 65.2 64.7 62.5 64.0 63.8 64.5 62.1 62.4 64.1 63.1 62.2 62.6 61.9 61.5 59.9 57.9 58.3 56.4 55.2 49.8 49.8 55.1 55.0 63 56

8 62.1 65.9 67.3 65.1 65.3 65.8 66.7 65.0 65.3 66.2 66.2 65.9 66.9 64.0 63.8 60.2 60.2 59.9 59.5 59.7 53.6 57.2 60.2 60.6 65 59

9 63.2 66.5 62.5 66.0 67.1 66.4 66.1 66.5 66.9 67.3 65.6 65.0 65.5 61.1 61.1 58.3 59.6 61.4 57.5 63.5 56.6 60.8 62.8 62.5 65 61

10 67.8 67.8 67.6 67.2 67.0 67.1 66.6 66.2 66.9 66.7 66.5 66.9 65.5 66.5 64.8 65.8 65.7 63.2 61.0 58.5 59.3 54.6 60.8 65.8 67 62

11 64.6 66.6 67.4 67.3 67.1 67.1 67.4 66.7 66.8 67.3 67.0 67.6 66.7 65.8 65.3 64.4 64.0 62.6 58.9 57.5 55.2 51.2 59.6 54.5 67 60

12 47.4 48.0 46.8 47.7 51.2 47.8 46.9 51.6 46.2 51.1 49.9 49.8 49.6 46.2 47.8 47.8 49.2 48.7 46.3 46.0 46.3 46.4 46.8 45.6 49 47

13 47.5 52.0 54.3 52.3 55.5 52.8 52.4 52.5 49.9 51.5 52.1 53.1 53.6 50.0 44.6 44.6 43.3 45.2 39.8 40.2 37.4 42.0 47.0 42.8 52 43

測定年月日：平成25年6月30日（日）～7月1日(月） 単位：dB

地点 昼間 夜間

No. 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 24時 1時 2時 3時 4時 5時

1 66.5 69.0 70.5 69.9 70.7 70.2 70.9 70.4 70.6 70.1 70.8 70.5 70.5 69.8 70.1 68.5 67.9 66.8 64.2 63.3 63.8 61.6 61.7 66.2 70 65

2 65.6 65.0 67.8 68.3 68.3 68.0 68.5 68.8 68.7 67.1 68.8 69.4 69.2 69.0 67.2 65.7 65.8 65.0 62.6 62.2 63.5 67.0 68.0 66.7 68 66

3 64.7 64.9 67.3 66.7 67.8 66.8 68.0 68.1 67.6 67.4 68.2 67.3 68.3 67.0 65.4 66.0 63.2 63.0 61.3 60.1 58.2 60.3 59.2 64.8 67 62

4 56.0 58.9 60.4 61.5 60.9 62.2 61.7 62.6 62.0 61.9 61.6 62.0 61.6 61.4 60.8 60.8 60.5 58.2 57.7 54.6 55.6 57.2 56.1 57.6 61 58

5 61.3 62.6 64.6 64.3 63.8 64.1 64.4 64.4 65.0 64.0 64.6 64.1 64.0 64.9 63.1 61.2 60.5 60.0 60.1 58.6 59.2 57.3 57.1 62.7 64 60

6 57.4 59.7 60.6 61.8 62.4 61.8 61.9 63.4 62.5 62.3 62.4 61.6 61.7 61.3 60.4 60.8 61.9 59.1 58.2 54.4 56.5 57.6 54.9 57.7 62 58

7 58.3 59.3 59.7 61.0 61.5 62.1 62.9 61.8 62.5 61.5 62.6 62.0 62.1 62.5 61.8 60.6 58.4 60.6 55.6 54.9 54.7 56.8 54.8 57.8 62 57

8 58.5 62.1 63.5 65.1 65.9 65.4 65.4 64.7 64.9 65.4 65.2 65.2 65.5 63.5 61.1 61.5 61.3 61.0 57.9 57.0 55.9 58.2 57.3 56.9 64 59

9 60.8 62.2 60.6 61.8 60.9 60.9 60.5 61.1 58.9 61.8 61.9 62.4 62.5 59.7 58.4 58.4 58.0 57.4 58.0 56.0 55.7 58.6 63.8 58.4 61 59

10 61.9 62.7 64.0 63.6 66.5 66.3 65.6 64.7 63.5 65.8 66.1 66.0 65.2 66.2 66.0 64.7 63.9 62.6 57.5 57.4 57.5 63.2 57.9 64.5 65 62

11 60.4 61.4 62.9 66.2 66.5 66.3 67.0 67.0 65.2 66.4 67.6 - 66.0 66.0 66.3 63.4 63.5 62.3 58.0 55.9 57.6 59.5 55.0 60.0 66 60

12 43.7 44.6 44.2 53.2 46.6 47.2 46.2 46.5 45.4 46.1 47.4 49.9 49.6 46.7 45.4 46.1 47.2 48.2 47.0 44.7 44.1 43.6 43.6 44.5 48 46

13 44.2 45.4 48.0 47.3 52.2 48.8 49.3 55.1 50.4 49.6 49.7 52.1 49.9 48.6 48.2 46.2 43.9 38.7 39.1 43.5 40.3 41.4 44.6 42.6 50 42

昼間

昼間 夜間

夜間
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 また、道路交通騒音の等価騒音レベル（LAeq）の時間変動は、以下に示すとおりである。 
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資料４－８ 工事関係車両及び新施設等関連車両の走行による騒音の予測手法 

［本編 p.279,280,320,321 参照］

 

 予測式は以下に示すとおりである。 

 

LpA＝LWA－8－20log10r＋ΔLd＋ΔLg 

 

LpA ： Ａ特性音圧レベル（dB） 

LWA ： 自動車走行騒音のＡ特性パワーレベル（dB） 

No.4 及び No.6（都市高速道路）以外については、自動車が加

減速を繰り返しながら走行していたことから、非定常走行区

間のパワーレベル式を用いた。 

LWA＝90.0＋10log10V：大型車 

LWA＝87.1＋10log10V：中型車 

LWA＝83.2＋10log10V：小型貨物車 

LWA＝82.0＋10log10V：乗用車 

（V：平均走行速度（㎞/時）） 

No.4及びNo.6（都市高速道路）については、自動車専用道路

であることから、次のパワーレベル式を用いた。 

LWA＝54.4＋30log10V：大型車 

LWA＝51.5＋30log10V：中型車 

LWA＝47.6＋30log10V：小型貨物車 

LWA＝46.4＋30log10V：乗用車 

（V：平均走行速度（㎞/時）） 

r ： 音源から受音点（予測地点）までの距離（ｍ） 

ΔLd ： 回折効果による補正値（dB） 

No.4及びNo.6以外については、障壁等がないことから、ここ

では0とした。 

No.4及びNo.6については、壁高欄、遮音壁等があることから、

前川の回折計算チャートと自動車走行騒音の周波数特性から

求められた次式を用いた。 

Ld＝ －20－10 log10(Cspecδ)      Cspecδ≧1 

Ld＝ －5－17.0sinh-1(Cspecδ)0.414    0≦Cspecδ＜1

Ld＝ min[0,－5＋17.0sinh-1(Cspec｜δ｜)0.414] 

                    Cspecδ＜0 

δ  ：点音源、回折点及び予測点に関する回折経路

差（ｍ） 

Cspec：係数（ここでは密粒舗装の0.85を用いた。）

ΔLg ： 地表面効果による補正値（dB） 

地表面はアスファルトであることから、ここでは0とした。 
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 また、No.4 及び No.6 については、平面道路の上に高架道路が併設されていることから、

高架構造物音及び高架裏面反射音を考慮した。 

 高架構造物音の予測式は、以下に示すとおりである。 

 

LpA,str＝LWA,STR－8－20log10ｒ＋ΔLdif 

 

LpA,str ： 高架構造物音のＡ特性音圧レベル（dB） 

LWA,str ： 仮想点音源のＡ特性パワーレベル（dB） 

 予測地点における高架道路は、コンクリート床版鋼箱桁橋と

し、次のパワーレベル式を用いた。 

LWA,str＝35.5＋30log10V 

r ： 仮想点音源から受音点（予測地点）までの距離（ｍ） 

ΔLdif ： 高架構造物音に関する回折補正量（dB） 

Ldif＝ －20－10 log10(Cspecδ)      Cspecδ≧1 

Ldif＝ －5－17.0sinh-1(Cspecδ)0.414   0≦Cspecδ＜1 

Ldif   min[0,－5＋17.0sinh-1(Cspec｜δ｜)0.414] 

                    Cspecδ＜0 

（Cspec：係数（＝0.60）） 

 

 高架裏面反射音の予測式は、以下に示すとおりである。 

 

LpA＝10log10（10Lpa,0/10＋10Lpa,1/10＋10Lpa,2/10＋10Lpa,3/10） 

LpA,0 ： 直接音のＡ特性音圧レベル（dB） 

LpA,1 ： 高架裏面反射音のＡ特性音圧レベル（dB） 

LpA,2、LpA,3 ： 裏面地面反射音のＡ特性音圧レベル（dB） 

  
LpA,i＝LWA－8－20log10ri＋ΔLdif,sb,i＋ΔLrefl,slit,i 

＋ΔLabs 

  

ΔLdif,sb,i ：i番目の鏡像音源についての遮音壁

に対する回折補正量（dB） 

ΔLrefl,slit,i：i番目の鏡像音源についてのスリッ

ト法による反射補正量（dB） 

ΔLabs   ：高架裏面が吸音性の場合における吸

音に関する補正量（dB） 

       予測地点における高架道路には、

裏面吸音板はないことから、ここ

では0とした。 

 

 各車線・車種毎に算出されたＡ特性単発騒音暴露レベルは、次式により等価騒音レベル

（LAeq）へ換算した。 
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LAeq(n)＝LAE＋10log10Ｎ－35.6 

 

LAeq(n) ： 等価騒音レベル（dB） 

LAE ： Ａ特性単発騒音暴露レベル（dB） 

           k 

LAE＝10log10{(1/To)∑10LPA,i/10・Δti} 

          i=1 

 

To ：基準時間（＝１（秒）） 

k ：音源数 

LPA,i ：Ａ特性音圧レベル（dB） 

Δti ：Δdi／V 

（Δdi：音源の配置間隔（ｍ）） 

Ｎ ： 各車線の時間交通量（台/時） 

 

 上述の式により換算された各等価騒音レベル（LAeq）の合成は、次式により行った。 

                      s     
LAeq＝10log10{∑10(LAeq(n)/10)} 

                        n=1 

LAeq ： 合成された等価騒音レベル（dB） 

s ： 合成する等価騒音レベルの総数 

LAeq(n) ： ｎ番目の等価騒音レベル（dB） 
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